
指定日

種別

兵庫県指定無形民俗文化財

年代

江戸時代

所在地

朝来市和田山町寺内

所有者

山王神社ざんざか踊り保存会

内容

昭和45年3月20日

6．寺内
�ら う ち

ざんざか
ざ ん ざ か

踊
お�

り

寺内�山王神社（佐伎都比古阿流知命神社）�おい�、毎年7月15日（現在�7月�第3

日曜日�変更）、子孫�繁栄�五穀豊穣・天下泰平を祈念し、奉納される太鼓踊り�ある。

踊り手�茶褐色�水玉模様�襦袢・股引�いう山王神社�使者�あるサル�装い�、腰�

太鼓をたたき�がら輪��っ�踊る。輪�中心��「し�い」（12ヵ月を示す12本�竹すだれ

�365日を示す365枚�紙し�を取り付けたも�）を背��けた二人が、それを互�からませ

たり、地面�打ち�がら踊る。さら�笠を�け�、特殊�うちわを振り��踊り�がら全体�

指揮を�る「新発意」（しんぼし）二人がいる。
「太鼓踊り」�もいわれ�いるが、歌�合わせ�打�太鼓�音が、あたかも「ざんざかざっ�
う、ざんざかざっ�う」�響くこ�、12種�歌�いずれ�も「ざんざかざっ�う、ざんざかざっ�
う」�囃子が伴うこ�から「ざんざか踊り」�名付けられたらしい。 -13-


